
  

 

 

 

 

４．子ども医療費助成の拡充 

３．森のようちえん等自然保育推進事業 
１．児童相談所の新設・建て替えについて 

５．歯科診療の充実 

１．児相問題は定員増だけで解決可能？ 
 

 

 

１－１．秋葉は総合企画企業常任委員会で、この４年間、ほ

ぼ毎回東葉高速鉄道に関する質問を行い続けました（以下、

要約）。2022年度の４月～１月の都心乗り入れ３セク３社の運

輸収入の前年度比とコロナ前（2019年度）比はどうか。 

【交通計画課】以下の表の通り。北総のみ人員ベース。同

期間の定期券収入のコロナ前比は、東葉高速が▲18.6％、

北総鉄道が▲16.5％、つくばが▲23.5％。 

運輸収入 東葉高速 北総鉄道 ＴＸ(つくば) 

前年度比 +13.2% +13.3% +17% 

2019 年度比 ▲11.2％ ▲12％ ▲15.9％ 

【秋葉のコメント】今年度の８月までの状況では、コロナ前

比がマイナスの14～18％だったのが、11～16％減に改善。た

だし、８月時点と比べて、前年度同期比が東葉高速とTXは２

ポイント下がっているのが気になる。また、運輸収入全体と

比べて、定期券販売の回復は遅れていて、コロナ前のマイナ

ス17～24％。今年度の最後の２ヶ月でさらなる運輸収入増と

なるよう期待する。通学定期に限った伸び率では、東葉高速

がコロナ前の約97％にまで回復したという答弁も得たが、安

心はできない。通学定期券の値下げを強く要望しました。 

 

【秋葉】東葉高速の格安一日乗車券の発売をぜひ今春も！ 

【交通計画課】春休み等に利用できるお得な一日乗車券の

発売は今春も行われる予定。 

【コメント】３／２５～５／７に土曜・休日のみ発売される

「春の東葉ホリデーパス」は１日乗り放題で大人７００円と

お得。勝田台駅～八千代緑が丘駅の単純往復でも４０円安く

なる。利用されたことがない方はぜひ利用してみてください。 

学生の春休みにあたる最初の２週間は平日も発売し、沿線の

店舗とのタイアップもさらに進めるべき。 

 
 

【秋葉】2023年度の鉄道駅バリアフリー設備整備事業補助金

のうち、勝田台駅南口へのエレベーター等設置分はいくらか。 

【交通計画課】八千代市からの要望を踏まえて２千万円。 

【秋葉】主にホームドア設置時に活用されることが多い、鉄

道駅バリアフリー料金制度を活用されてしまうと運賃が上が

ってしまう可能性があるが、東葉高速は。 

【交通計画課】既に公表済みのJR東日本や東部鉄道等３社以

外の導入予定は、現時点では聞いてない。 

２．学校給食の無償化とオーガニック化 

４．交通事故対策が実現 

２．県庁舎等のＬＥＤ化がようやく実現へ 

１．公表発熱外来指定機関は増えたか 

６日夜７時頃に勝田台北の栄

町公園に行き、臨時給水所の様

子を現場確認し、直ちに県の水

政課と企業局に、八千代市から

給水応援の依頼があった場合

は速やかに対応するようお願

いしました。 

← 左の写真は、栄町公園の臨

時給水所現場確認時の様子 

３．東葉高速鉄道の経営改善を 

１．公表発熱外来指定機関は八千代市に３３ 

３．ＰＣＲ増幅回数40～45回は適切か 

１１．東葉高速の格安券、勝田台駅改良 

４．子ども医療費助成の拡充 

３．東葉高速の通学定期券の販売状況 

３．県庁舎４棟のＬＥＤ化も実現へ 

４．サンキュー事故 

 

 

 

県企業局は、老朽化等に備え、県営水道の基幹管路の更

新を進めており、現在勝田台６丁目等の地下を通っている

水道管についても、長期計画にもとづき数年前より着手

(ボーリングや測量、設計等)している(第２木下～柏井導

水管事業)。今までの秋葉による質疑等により、同事業は、

木下から柏井浄水場までの約２６km区間で、現在の水道

管の機能を向上させ代替する、直径２Мの水道管を地下約

３０Мに非開削工法(シールドマシン)で、主に公道の下を

通りながら、現在の管に近いところを平行に通ったり、離

れたりしながら20年度程度かけて埋設する事業。八千代

市内の地下を通る延長は、現在の勝田台・勝田のみの２km

弱から、神野・米本・上高野・勝田台・勝田等の約７km

に及んでしまうという。いくら主に公道の地下を通すのみ

と言っても、沿線の自治会・住民等に対する十分な説明が

必要と繰り返し要望を重ねてきました。 

【秋葉】2023当初予算に「第２木下～柏井導水管事業」

が約４億円計上されているが、その中に八千代市内の工事

費は含まれているのか。 

【企業局計画課】佐倉市内での施工ヤードの整備に係る費

用で、概要としては防草シート敷設費用。 

【秋葉の要望】まだ八千代市内での工事費は計上されてい

ないとわかったが、最短で2023年度中の補正予算で計上

される可能性もゼロではないと思われるので、引き続き注

視していく予定。また、早め早めの情報公開や関連自治

会・住民等への説明を強く要望しました。 

【最近の秋葉の取り組み】３月６日に発生した、八千代市

上下水道局村上給水場区域における濁り水の問題では、県

当局へのヒアリング等を終えて八千代市に戻った直後の 

 
３．マスク問題で 1/25 熊谷知事が適切な要望を行う 

  知事は厚労大臣等に、コロナの法的位置づけ見直しに関する要望

を提出。「マスク着用が不要な場面についてのメリハリのある発信」

で、着用不要と位置づけられた施設の管理者が、独自の判断で非着

用者の利用を断ったり、他の利用者の同調圧力によって「マスク原

則不要」が形骸化したりすること等がないよう十分留意する必要が

ある、と発信。さすが熊谷知事です。 

秋葉就一の３月７日の総合企画企業常任委質疑等 

２．勝田台等の地下に建設予定の水道管 

６日19時頃、勝田台北の栄町公

園の給水所の様子を現場確認

し、直ちに県の水政課と企業局

に対し、八千代市から給水応援

依頼があった場合は速やかに対

応するよう強く要望しました。 

← 左の写真は栄町公園臨時給

水所現場確認時の秋葉 

２．県営水道の基幹管路更新は市内通過 


